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ったシュマッハーは,中 間技術 とい う考えを提出 した。 シュマッハーは》
アジァ,中南米 とかかわりあい,技 術の南北格差の振幅の中で,ヨ ーロッ
パの科学技術のゆきづまウ打開を模索して中間技術という概念 を設定 した
のである.エ)。これは,後 に科学技術が公害問題 を顕在化 させ,市 民参加 を
余儀 なくされる中蔦 オールタナティブ ・テクノロジー(もう一つの技術)
として展開 してい く側面をもつ。
新発明・新発見をびたすら追求し続けてきた欧米の科学技術は,日本の
応用的な技術をコピー技術 と呼んで白眼視する ところがある。 しかし,シ
ュマッハーの言 う中間技術の着想を日本流に展開させたのが,戦後25年・
70年代までの 日本の技術だったのでは ない だ ろ うか。70年代 になって,
中間技術 とい う南北格差を含んだ言い方は第三世界から批判 されて使われ
なくなり,代 りにその社会の二一ズに合 った適正技術とい う言葉が使 われ







目本の技術が適正技術から巨大技術へ転 じてい くのは,70年頃か らで,
この年を擁 として目本の社会では耐久消費財がほぼ飽和状態に達 し・公害
問題を顕在化 させてい く。 車などの排ガスによる大気汚染,地 球温暖化,
酸性雨,正C工場 による地下水汚染,食 品公害など,深刻なものばか りで,
目本列島丸ごと汚染とい う状況 にある。 これはジ産業技術が適用限界を越
えて生産するからで,安全確認を無視して肥大化 していく生産力のコント
・一ルは まことに難 しい。産業資本の論理は,倒産か,い やなら拡大再
生産 とい うことになるか ら,商品の使い捨て,早いモ デルチ ニンジを煽
窮 余 りは輸出で吐き出す以外にない。
巨大技術の支配力鵠 人間生活のハー ドウェァの分野に とどま らな.い
で,人問の精神の中にも入 りこんで くる。現代人は・技術の優位性を確信
し,その利便性に埋没しているので,旧 来の道徳的命題 も技術の倫理 と共
存するものでなければ有効 とは見なさない3)。技術主義 イデオ白ギーは,
正確,厳 密・真面目,現実的態度を美徳 として称 え・ 技術化 で き ない も










1.目技 術革新がな くても経済 は伸びた
第1章 に述 べたよ うに,1959年の 「フオrチ ュン」誌 の技 術予測論文 お
よぴ1971年の科学技術庁 の 技術予測報告書 を1見る と,目きわめて多彩 な技
術 への期待が;の20～30年 問 にあ ったのだが,こ ζで 詳 しく述 べ之よ う
に》 その技術予測 が情報 の分野 を除い てはほ とん ど当 って い ない の で あ
る。...以 下略一(ハ イ テク 目本 の 明 日を 読む52ぺ ～66ぺ一 森谷正
規 一 日刊工業新聞社}88年刊)
底要 鋤
70年代 か ら80年 代 にかけての20年 間に 目本 で 開発 された 家庭 内の ノ・
イ テク製 品(ワープ ロyパ ソコン,VTR,ビ デオ カメラ,フ ァミコンな ど),
街 中の現 金 自動預金払 い出 し機,切 符 自動 販売 機 な ど,産 業内部 のハイ テ
ク導入(鉄綱産業 の光 フ ァイバー技 術・機械産業のNC工 作機械 ・マ シニ
ン グセ ンター,FMS(フ レキシブル ・マニ ファ クチュ アリング ・システ
ム),CIM(コ ンピュータ ー ・インテグレイ テ ッ ド・マニ ファクチ.ユア リ
ン グ〉,オフ ィスのQA機 器 など)の 共通項 は トランジスタであるげ トラ
ンジ ネタが急速に発展 してIC,LSI,超LSIと 進 んできた結果 による も
のだ。ア メ リカ政府は宇宙開発,軍 事 に巨大 な投 資を続 けたが・ それ らの
技 術の民問部門への波及効 果は大 き くなかった。 トランジスタをICに 発
展 させ,コ ン ピュー ターの高性能化 をハ イペ ースで進 めた の に と ど ま っ
た。民生,産 業 の応用 的 な技術において,ア メ リカは 日本 に遅 れ を と っ
た。それ がアメ リカ産業の国際競争力 を低下 させ る原 因になった。
日本 のエ レク トロニク ス技術の発展 は,集 積 回路 の線 の幅 を どんどん狭
くして,LSI,超LSIと い うように集積度 をあげてい くとともに,そ の価
・格 を どん どん切 り下 げて,そ れを大衆製 品にまで組 み込 んでい くとい う方
向 を とってい る。 この,い わ ゆる軽薄短 小化 の流 れは,ア メ リカの得意 と
す る大型機器 にまで食い こんできている。 しか し}エ レク トロニクス産業
の経済 的波及効果 は,そ の華々 しい宣伝 にもかかわ らず・ 非常 に貧弱 なの
一33一
である。「標準的 な年産1000万トンの臨海製鉄所 めための設備投資額 は1
兆2500億円であるの に対 して,超LSI(256Kビ ット)RAMの 量産工
場へ のそれは300億にすぎ ない」5).とい うよ うに,軽 薄短小の商品で は大
量の材料 や部品を消費 するこ とはない。 自動 車産業 の経済的波及効 果 には
比 ぷべ くもない。
さて・話 を元 に戻 して・ 日本 の応用技術 に対す る海外 か らの批判は・ か
な りきび しい ものがあるが・ それ に対す る 日本側の反論 について次 に読 も
う。
2.ア ィデァが真 の技術 にな る時
目本 の技術 につい ての批判 をよ く聞 く。 日本 はいつ.もアメ リカ,ヨ ー ・
ヅパの二番手 である とか,技 術 のオ リジナルはみんなアメ リカ,ヨ ー ロ ッ
パで}目 本 はただそれをち よっ と うま くつ くっただけだ とか,ま ね した だ
けだ とい う意見 が依然 として跡 を絶 たない。 しか し・ 私 にい わせる とそれ
は技術 とは何 か とい うことを知 らない人の意見 だ と,慰う。技術 とは・ で き
上 った品物 が成功 して一般 めユー ザー がそれ を愛用 して くれて,会 社 に対
して利益 をもた らして,初 めて真 の技術 とい える。単 なるアイデァだ けで
は技術 とはいえない。_.以 下路一(生 産大 国ニ ッポ ンの挑戦31ぺ 一44
ぺ一 唐津一一 実業之 目本 社'88年刊〉
1〔要 旨》
炭素繊維 というのがある。引 っ張 り強度 が鉄板の3倍 以上 でアル ミニ ウ
ムよ り軽い。 欧米で まず使 お うと考 えたのは飛行機}目ミサイル とい うむず
か しい用途。 日本 はゴル フのブ ラヅグシ ャフ ト』釣 竿,テ ニ スのラケ ッ ト
のガッ トとい ったや ざ しいものか ら始 める。形状記憶 合金,こ れは低温 で
柔か く高温 で固 くなる とい う一般 的 な金属 イメー ジ とは反対 の もの。欧米
ではこれ を人工衛星 に使 った。 日本 では女性 のブ ラジ ャー に使 った。胸 の
5)「現代技術 と政治」武谷三男 ・星野芳郎50ぺ技術 と人間/高橋昇
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圧迫感がなくなり,世界的なヒット商品にな?た。このように目本の応用






3.軍 事 ・宇宙技術 と極限技術
アメ リカ ・NASA(航 空字宙局)のT.Tフ イ ン博士の講演 を聞 いた 。
フィン博士 はSS(ス ペー ス ・ステー シ ョン)タ スクフォー スの有力 なメ ン
バ ーである。SSタ スクフォースはスペ ースシャ トルに続 くもの としてス
ペ}ス ・ステーシ ョン(宇宙基地〉の構想 を練 っている特別 チー ムの ことで
ある。 彼 は主張する。 「宇宙 に基地 を建設 して何 の役 に立 つのだ ろうか と
よ く聞かれ る。未知 の世界 に進出する ことによ って,全 く予期 せ ぬ大 きな
成 果 が必 ず得 られる ものだ。 その良 い例 が南極 に恒久基地 を建 設 した こ と
で ある。 南極 に基地 を建 設する計画が発表 された とき・大 勢の人が反対 し
たσ 主 な理 由はそんな こ とに大金 をか けて も,役 に立た ない とい うことで
あ った。目今 では南極 基地 を無駄だ と思 っている人 はいないだろ う。SSも
いずれ そ うなる と私 は 信 じて いる。」… 以下略一(極 限技術 の はな し1
ぺ ～10ぺ一 澤 岡 昭一 日刊工業新 聞社'83年r=ID
¢要 旨》
ア メ リカとソ連 の極 限技術 は軍事 と宇 宙の二一ズ に よって発 展 して き
た。NASAは その蓄積 した情報 を民 間 に公開 してアメ リカ企 業の活性化
を図 った。 日本 にはそれが ほとんどない。極 限技 術の開発 は工業的に見て
コス トを無視 してかか らない とできないので企業 は手 を出 しに くい。 これ
こそ国が行 うぺ きこ とだが,現 在,通 産省 の大型 プ ロジ ェク トは国が行 う
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に しては あま りにも目先の速効性 の もの にばか り追 われ ている。極端 に難




け入れ側の技術水準 とい うことも当然問題になる。先進技術 と後進技術 と
しての日本のローカル技術との衝突 について次に読 もう。
4,セ ラ ミックスのルーツ
現 在 のエ レク ト葦ニクスの中で》不 可欠 な素材 の一 つ としてセラミック
スが ある。 セ ラミック スとは,い わぱ瀬戸物 のよ うな ものだ。歴史 をた ど
って いくとナ 人類 が自然 を木 ・火 ・土 ・金 ・水 な どと大 胆素 朴に大 まかに
分類 して いつた時期 がある。 つま り,自 然 を眺めている と地上 の土 とか岩
石 とかい うものが形 を変 えた り,諸 物 が 自然発生 して くる とい ラふ うにみ
える。 子 どもが どろん こ遊 びが好 きなのはそのよ うな遺伝子 があるた め と
思われる。粘 土細工や砂遊 びまがいのこ とをやっている ときに,非 常 に重
要 な発見 は,流 体 を入れる器 ができる とい うこ とである。 も.ちろん最初 は
偶然 か ら始 ま って何か を覚 えてい く。現在 われ われ は食事一 つに して も茶
碗を使 って食 べているが,.今に残 るそ うい うルー ツは7お そら く初 めは木
の葉 か何か を使 っていた ものだろ う。 そ してそれ が土 をこねた ものに変 っ
てい く。 つま り人工の岩石,目われ われ が土器 といっているよ うな もの が.で
きたわ けで ある。...以下略(目 本 の先端技術14ぺ ～35ぺ一 石井威
望一 日本放送 出版 協会 》85年刊)・
蛋要 旨》
微 小 な電圧 で動 く半導体 のICに は絶縁性や高周波特性 にす ぐれたセラ
ミックスがいる。 この分 野で世界 で一番高 い技術 を持 っているの1ま目本 で




をまず薄 く輪切 りにしてそれをまた細かく正確 に切ったり,表面を磨いた
りする。その時,髪 の毛を縦 に真っ;つ に切るぐらいの超精密な砥石が要
求 される。現在LSIの ウエハーのカッティングをしている会社の経営者
の一代前 ぐらいは日本刀を研いでいた砥石の専門店だった。 このように目
本 の技術の特色は草の根的である。先端技術 とは言 ってもヒン.トは外国か
らもらったにしても・ こまごまとした点は目本 自前の蓄積でこなしている
のである。
草 の根 の 日本 の ロー カル技 術は,こ のよ うに なか なか上等 で ソフィステ
ィケー トされて いる。 その現実 の姿 は今 で も町工場 の職人 の腕 の中に生 き
て いる。 それを次に読 む。
5,機 械言語族 の腹 の虫
とりたてて騒 ぐほど珍 しい ことではないけれ ど噂 はたちまち広 がってい
っとき職場 の話題 になった。rこの暮 によお 労働 者 は どんな気持 だろ うね
え」rそりゃみ じめだ ろうさ。朝来 てみた らもぬ けのか らってんだか ら・ひ
でえ もの さ」 「この不景 気 じゃ,右 か ら左 にクチ があるわけじゃない しな
あ」 わた しの職場 か ら歩 いて数分の ところにある小 さな町工揚が年末 にな
って夜 逃 げを した,東 京 の南 はずれ を多摩川 に沿 うよ うに走 る目蒲線 の矢
口渡駅 ・武蔵新 田駅 齢下丸子駅 を囲む小 さな町 には,数 百の町工場がひ し
めいている。..・以下略一(町 工揚 の入間地図19ぺ ～32ぺ一 小関智 弘
一 現代書館 ン90年刊).
⊂要 旨》..
.メカ.ト質ニクス とい う言葉 がもてはや された 当初,多 くの人は工揚 の無
人化 と熟練 の解体 が進 む結果2こ れ までの よ うに技能 を頼 りに成 り立 って
いた町工 揚は無用 の もの となるだ ろ うと予測 した。 この,的 はずれ に終 っ
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た予測 は,彼 らが熟練 というものを手工業や工芸7せ いぜいが手職の人た
ちの腕煎 と伺列視することしかできないことに起因 している。工揚労働者
が近代工業化百年の間に獲得 した熟練は手職の人たちの腕 前 とは ちがっ
て,技術の変化 に敏感に反応 し,常 に自分を更新 し,時 には攻撃的ではあ
っても決 して固定的でなかった.こ うして初めて今に生き続 けられたので
あるワ町工揚の熟練 はマシニングセンターやNC(数 値制御)旋盤 といっ




「戦後技術史の時代区分」 については,い ろい.ろな考え方がある。 筆者
の主張する時代区分は・国際的にも多少重なっているが,特 殊日本的で も
ある。 戦後の二度目の画期 をなぜ ユ949年という半端な年にお くかとい う
ことだが,それは筆者 が鞍後 日本技術史の第二の画期にドッジラインをお
いているからである。1945年が第1回 目の画期なら49年は第2回 目の画
期 と考 える。 目本の企業は19ヰ5年で天地がひづく卸返 って,49年でもう








させたのである。 日本企業の経営の合理化 が本格化するのはこの年か らで
ある。 こうして50年代に日本の産業に初めて本格的に生産管理が浸透す
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るということになった。 ミシン,船,カ メラの技術水準が か な りよ くな
る。 次は55年で神武景気 といわれ・ オー トバイの技術水準が急速に高ま
る。電子製品はまずラジオか ら洗濯機,冷 蔵庫,テ レビの耐久消費財の生
産がこれに続いた。次に60年に商品の自由化 とい う危機が や って ぐる。
日本の技術はここでもこれを無難に乗 りこえていく。60年代前半まで鉄鋼
業は急速に伸ぴ後半 には自動車の技術力が欧米に近づいてくる。自動車は
道路や建築,橋・鋼材その他の建設技術の発展を強力に引 っ張 って い っ
た。60年代の後半 に求人倍率が1を割 り完全雇用の状懇に入 り,企 業は




コンピューター を導入 して対応 していった。 このように装置産業 には70
年代の初 めに既に自動化 と多種少量生産が入 っていて}こ の流れが,ME
によって町工揚やオフイスに拡大 していったのである。
以上読み続 けて きたのは,日 本 の技術 の 目の当たる ところ・ 光 り輝 く側
面 についてで あるが,次 に暗 い影の部分 につい て読 んで いこ う。
7。 黄金の国一 富士通 フ ァナック
r私どもは将来 の工揚 とい うものの一 番 の最高 の ね らいはや は り無 人化
工 場 である,と い うこ とで あ ります 。」通産省 の機械産業情報局長 か ら富
士 通 に天下 り,い ま副社 長 となった赤沢璋一 が国 会 で こ う語 っ た の は
1978年斗月の こ とだった。 それか らわずか3年 でFボ ットブームで ある、
スチール カラーの時代 ともいわれた りする。工場 の無人化 はロボ ットが労
働者 を駆逐 して達成 され る。輝やか しい科学技術の到達点・ それが工場 の
非 人間化 なのである。 ・..以下略一(ロ ボ ッ ト時代 の現場127ぺ～146ぺ











技術の進歩の行きつ く果は人問存在の否定 とい う自己矛盾である。
IC工場は電機産業に分類 されているが,化学工場 と考えたほうがいい。
トランジスタは電線を結びあわせて回路を作っているのでなく化学反応を
使 ウてICを 作 っているからである。IC生産の全工程に使われる化学物
質は 憩Q種類を越 えるが,入体に有害なものが多い。アメ刃 カカリフォル








うなったわけで,こ とは飲料水にかかわることなので深刻 な問題 で ある
が,このよ うな適用限界を越えての生産拡大は産業全般について言えるこ
とで構造的なものである。 これ について次に読もう。
6)rハ イ テ ク災 害 」 剣持 一 巳42ぺ 目本 評 論桂
__ヰ〔}一
8.大 量生産 ・大量浪費社会
1990年は第1次 オイルショックから17年,第2次 オイルシ ョックか ら
11年目となる。 オイルショック以降のエネルギー需要の変化 を考える時




以下略一(大 量浪費社会12ペパ21ぺ宮嶋信夫一 技術 と人間/高 橋昇
'90年刊)
匡要旨P
'90年は第2次 オイルシ ョヅクか ら11年目ぎが,経済活動の全体の営み
から見ると,この間の実践はエネルギー浪費のシステムを,よ りいっそう
根づかせ・ることであった。使 砕捨て消費財 の大幅増加(プラスチ ックの舞.
や包装容器・ 飲料用アルミ缶),自動賑声機の設置台歎の激増。 自動車は
保有数'79年末の3623万台か ら》89年末5510万台に達 し,道路,ビ ル建
設 などによって 鉄鋼需要が大幅に増加する。オイルショック経験の当初,
省エネを最大の課題 としていたに もかかわ らず,こ のよ うな拡大再生産に
向かわざるをえなかったことの基本には過剰 な電力生産 と石油生産 という
両業界の生産力の肥大化がある。 これは拡大再生産か倒産か とい う資本の
論理の宿命 といえる。
お わ りに
ジャック ・エ リュールが・技術選択の自動性 とい うことについてr決 定
された方法が,合理性の面で十分満足すべきものであり,また実用性の見















ファジィ淫論は,主観を普遍化 したり,論理化 した りしないで,個別的
な主観をそgま まの姿で科学:の中にもちこむ。だか ら,主観の科学化では
なくて科学の主観化 なのであるδ)。このような主観性によって,蚕 術に対
する人間の優位性 を奪回できるかもしれない。ファジィ理論は,ど んづま
りの科学技術 を救 えるだろうか。
8)「ブァジィ琿論の展開」44ぺ菅野道夫サイエンス社
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